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２０２２年度総会・研究発表講演会開催報告 
 

                          2022 年度総会･研究発表講演会実行委員会 

                        坂元 愛史(サレジオ高専) 

 

本年度も感染症対策のため昨年に引き続きWeb

会議方式での開催となった｡ 

用心が過ぎるとも思われる方式決定ではあったが､

開催日が迫る7月中旬ごろとなってｺﾛﾅ感染者数が

急激に伸びはじめ､ついには第七波とよばれる爆発

的流行が日本を襲ってしまった｡夏の時期にここまで

感染拡大が及ぶとは予想を超えていたが､転ばぬ先

の杖が効いて学会を無事に開催することができた｡技

術史上でも､小さな違いが思いもよらぬ結果に結び

つくことがあるように思われる｡運命は誰も変えられな

いかもしれないが､過去の歴史から未来の予測をす

ることで危険回避の可能性も高まるだろう｡技術の歴

史を教育という形で次の世代へ伝えることを目指す

学会として､困難下でも総会･研究発表講演会を実施

できたことを素直に喜びたい｡ 

さて今回の発表数は特別講演も含め計9件だった｡

決して多い発表数とは言えないが一日を通して興味

の尽きない内容での報告と質疑応答があり充実した

会となった｡以下改めて発表ﾀｲﾄﾙと発表者を振り返

る｡ 

特別講演は冨田雅史先生,雑賀高先生による17年

に及ぶ新しい教育への挑戦を総括する｢engineering

教育と創造教育｣のお話をいただいた｡ 

技術史･技術文化史分野の4件の発表では､まず

武長玄次郎先生,上村繁樹先生の､あまり光が当てら

れてこなかった歴史的功績に着目した｢佐野藤次郎

の嘉南大圳調査｣を皮切りに､堤一郎先生による客車

製造の変遷とその周辺事情を分かりやすくまとめた

｢鉄道開業150年史にみる車輛製造技術の変遷-客

車を対象に-｣の発表があった｡続く南正晴先生による

｢千種川舟運と北前船寄港地坂越浦の歴史｣では河

川舟運が河口に出る前に陸路を挟んで海運に繋が

るという興味深い輸送の姿が示された｡鳥谷智文先

生の｢第4回内国勧業博覧会関係史料からみた乃木

村の蚕種郵送器製造｣では当時は養蚕に欠かせな

いものだったはずのﾓﾉが現在ではほとんど顧みられ

なくなり資料が少ないという事実に驚かされた｡ 

工業論･技術論の4件では､まず牛山泉先生,飯野

光政先生による｢風力発電の創始者ﾎﾟｰﾙ･ﾗｸｰﾙとそ

の業績 ｣にてﾃﾞﾝﾏｰｸのｴｼﾞｿﾝと呼ばれる自然科学

者ﾗｸｰﾙが風力発電に果たした大きな功績が示され

た｡続く永尾徹先生,牛山泉先生,一條厚先生の｢風

力発電用風車のﾃﾞｻﾞｲﾝに関する考察｣では､一般で

はなかなかうかがい知ることのできない現実的なﾌﾟﾛ

ﾀﾞｸﾄ開発の様々な側面が生々しく示され興味深かっ

た｡吉田喜一先生の｢奥村正二『工作機械発達史』

論｣では､一冊の本を中心に時代背景がにじみ出る

事象も述べられ､なにより学生時代からの思いが感じ

られる発表だった｡最後は白井一先生,石田香澄先

生,倉田純一先生の｢｢ﾌﾞｰﾀﾝの技術教育の変遷と課

題｣(第5報)-ﾌﾞｰﾀﾝの20年にわたる技術支援の視点

からみた村の鍛冶屋の実施計画(3)-｣の発表が行わ

れた｡質疑応答では非常にﾘｱﾙな現地の姿が伝わり､

逆に日本人の特性も浮かび上がる気がした｡ 

その後総会も行われ､無事に会は終了となった｡参

加者は一部の共同研究者を除く発表者の皆様と､聴

講で米澤一孝先生が参加された｡ 

総じて高揚感を感じる総会･研究発表講演会とな

ったと感じる｡これが今後の学会活動の盛り上がりに

つながることを期待したい｡ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


